
ｌ
中
毒
病
因
論
的
研
究
を
中
心
と
し
て
辰
野
高
司

三
京
の
オ
ラ
ン
ダ
・
海
老
屋
片
桐
一
男

洋
学
史
学
会
・
日
本
薬
史
学
会
・
日
本
医
史
学
会

宗
田
一
先
生
合
同
追
悼
会
第
一
部
（
司
会
小
曽
戸
洋
）

開
会
の
辞
酒
井
シ
ヅ

宗
田
先
生
の
経
歴
と
業
績
長
門
谷
洋
治

宗
田
先
生
を
偲
ん
で
大
塚
恭
男

宗
田
先
生
の
思
い
出
青
木
允
夫

宗
田
一
先
生
合
同
追
悼
会
第
二
部
（
司
会
小
曽
戸
洋
）

順
天
堂
大
学
有
山
記
念
館
地
下
食
堂

挨
拶
日
本
医
史
学
会
理
事
長
蒲
原
宏

洋
学
史
学
会
会
長
石
山
洋

日
本
薬
史
学
会
会
長
柴
田
承
二

献
杯
日
本
医
史
学
会
常
任
理
事
杉
立
義
一

十
一
月
例
会
平
成
八
年
十
一
月
十
六
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
八
号
館
三
階
会
議
室

一
足
立
長
焦
の
家
系
と
年
譜
考
石
原
力

二
ア
メ
リ
カ
と
日
本
に
お
け
る
ヘ
ボ
ン
大
滝
紀
雄

一
月
例
会
平
成
九
年
一
月
十
八
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
懸
田
克
躬
先
生
の
こ
と
岡
田
靖
雄

二
ビ
デ
オ
供
覧
「
医
真
菌
学
の
歴
史
を
訪
ね
て

ｌ
太
田
正
雄
と
真
菌
研
究
ｌ
」

私
は
平
成
八
年
夏
、
明
治
学
院
大
学
、
関
東
学
院
大
学
、
横
浜
指
路

教
会
、
共
立
学
園
の
職
員
ら
と
共
に
ヘ
ボ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
研
修
北
米
七

日
間
の
旅
に
参
加
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
着
後
、
イ
ー
ス
ト
オ
レ
ン
ジ
、

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
、
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
ア
ム
ハ
ー
ス
ト
大

学
、
ア
ル
バ
ニ
ー
、
オ
ー
バ
ー
ン
、
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
の
大
学
な
ど
を
め

ぐ
り
、
へ
ボ
ン
と
ブ
ラ
ウ
ン
の
墓
参
、
内
村
鑑
三
、
新
島
襄
、
ク
ラ
ー

ク
、
テ
ン
ニ
ー
等
の
跡
を
訪
ね
た
。

日
本
で
は
へ
ボ
ン
の
名
は
か
な
り
有
名
で
、
へ
ボ
ン
が
宣
教
師
兼
医

師
で
あ
り
へ
ボ
ン
式
ロ
ー
マ
字
の
考
案
者
、
和
英
語
林
集
成
の
編
纂
者
、

聖
書
の
翻
訳
者
で
あ
る
こ
と
が
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
。
更
に
詳
し
い

人
は
彼
が
指
路
教
会
の
創
始
者
で
あ
り
、
明
治
学
院
の
初
代
総
理
で
あ

っ
た
こ
と
ま
で
も
知
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
反
し
て
彼
の
生
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
は
へ
ボ
ン
の
名
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
私
は
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
の
西
、
車
で
三
’
四
十

分
の
距
離
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
イ
ー
ス
ト
オ
レ
ン
ジ
市
に

あ
る
ロ
ー
ス
デ
ー
ル
墓
地
を
訪
れ
た
。
こ
こ
に
は
ヘ
ボ
ン
夫
妻
の
墓
の

例
会
抄
録

ア
メ
リ
カ
と
日
本
に
お
け
る
ヘ
ボ
ン

大
滝
紀
雄
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ほ
か
に
、
昭
和
六
十
二
年
、
明
治
学
院
二
○
周
年
記
念
行
事
の
一
環

と
し
て
建
て
ら
れ
た
ア
フ
リ
カ
産
の
黒
御
影
石
の
湾
曲
し
た
横
幅
約
二

メ
ー
ト
ル
の
碑
に
彼
の
業
績
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク

で
生
ま
れ
、
幼
く
し
て
死
ん
だ
五
歳
と
三
歳
と
一
歳
の
男
児
の
小
さ
な

墓
碑
は
哀
れ
を
催
し
た
。
私
た
ち
を
案
内
し
て
く
れ
た
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク

在
住
六
年
の
日
本
人
バ
ス
ガ
イ
ド
に
聞
い
て
み
る
と
、
こ
の
ロ
ー
ス
デ

ー
ル
墓
地
に
は
何
度
も
来
て
い
る
が
、
へ
ボ
ン
の
名
も
知
ら
な
け
れ
ば
、

そ
ん
な
立
派
な
人
が
い
た
こ
と
は
今
日
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
ま
た
途
中
で
何
人
か
の
米
人
に
聞
い
て
み
た
が
、
墓
地
は

知
っ
て
い
る
が
、
へ
ボ
ン
の
名
を
知
ら
な
い
の
が
普
通
だ
っ
た
。
こ
れ

に
反
し
て
、
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
マ
ン
ソ
ン
、
ア
ム
ハ
ー
ス
ト

大
学
、
オ
ワ
レ
ス
湖
な
ど
で
は
ブ
ラ
ウ
ン
の
名
は
有
名
で
、
土
地
の
人

は
宣
教
師
ブ
ラ
ウ
ン
を
誇
り
に
し
て
い
た
。

私
は
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
差
が
あ
る
の
か
と
考
え
て
み
た
が
、
そ

の
理
由
は
高
谷
道
男
の
研
究
の
成
果
と
そ
の
発
表
能
力
で
あ
る
と
思

う
。
「
へ
ボ
ン
の
手
紙
」
（
弟
ス
レ
ー
タ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
宛
の
い
わ
ば
私

的
な
手
紙
集
）
「
へ
ボ
ン
書
簡
集
」
（
へ
ボ
ン
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
本
部
へ
送
っ
た

い
わ
ば
公
的
な
書
簡
集
）
の
序
文
な
ど
を
読
む
と
彼
の
研
究
努
力
と
幸
運

が
重
な
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
な
お
高
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
部
分
は

現
在
明
治
学
院
大
学
と
横
浜
開
港
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
イ
ー
ス
ト
オ
レ
ン
ジ
市
に
ヘ
ボ
ン
が
晩
年
長
老
と
な

っ
て
通
い
、
か
つ
彼
の
葬
儀
が
行
な
わ
れ
た
赤
れ
ん
が
造
り
の
ブ
リ
ッ

ク
長
老
教
会
が
現
存
し
て
い
る
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
は
ヘ
ボ
ン
が

九
十
歳
の
誕
生
日
に
日
本
政
府
か
ら
贈
ら
れ
た
勲
三
等
旭
日
章
と
勲
記

そ
の
他
が
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
火
災
に
あ
っ
た
生
誕
地
ミ
ル
ト

ン
と
十
三
年
間
開
業
し
て
い
た
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
に
は
長
老
教
会
以
外

ほ
と
ん
ど
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
様
で
あ
る
。

岳
日
①
の
。
匡
盲
切
函
ｇ
冒
昌
一
八
一
五
’
一
九
二

祖
先
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
名
門
で
あ
っ
た
。
英
国
国
教
会
の
弾
圧

を
恐
れ
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
移
住
し
た
。
そ
の
後
米
国
ペ
ン
シ
ル
ベ

’
一
ァ
州
に
移
動
し
た
。
す
な
わ
ち
ス
コ
ッ
チ
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
。

へ
ボ
ン
の
父
サ
ム
エ
ル
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
法
学
部
に
学
び
、
ミ
ル

ト
ン
に
住
み
、
弁
護
士
で
あ
っ
た
。
長
男
が
ヘ
ポ
ン
で
、
弟
が
ス
レ
ー

タ
ー
で
二
人
は
仲
が
良
か
っ
た
。

へ
ボ
ン
は
一
八
一
五
年
三
月
十
三
日
ミ
ル
ト
ン
で
生
ま
れ
、
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
に
学
び
、
カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
優
れ
た
教
師
の
感
化
を

受
け
た
。
化
学
の
勉
強
が
好
き
だ
っ
た
が
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
校

長
グ
リ
ー
ン
博
士
か
ら
古
典
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ラ
テ
ン
語
、
へ
プ
ラ
イ

語
の
必
要
な
こ
と
を
学
ん
だ
。
こ
れ
が
の
ち
に
聖
書
翻
訳
に
役
立
ち
、

日
本
語
と
中
国
語
を
マ
ス
タ
ー
で
き
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

一
八
三
二
年
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
を
卒
業
し
て
文
学
士
の
資
格
を
得

た
。
同
年
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
医
学
部
に
学
び
、
ア
ポ
プ
レ
キ
シ
ー

（
脳
卒
中
）
の
論
文
で
医
学
博
士
の
学
位
を
得
た
。
一
八
三
八
年
二
十
三

歳
ノ
リ
ス
タ
ウ
ン
で
開
業
し
、
ク
ラ
ラ
・
メ
リ
ー
・
リ
ー
ト
に
出
会
い

大
い
に
共
鳴
し
た
。
一
八
四
○
年
結
婚
。
シ
ャ
ム
へ
出
発
す
る
予
定
が

果
た
せ
ず
、
一
八
四
一
年
三
月
二
十
六
歳
ポ
ト
マ
ッ
ク
号
と
い
う
捕
鯨

船
で
ボ
ス
ト
ン
を
出
発
、
大
西
洋
、
喜
望
峰
、
イ
ン
ド
洋
を
経
て
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
着
い
た
の
は
七
月
で
あ
っ
た
。
阿
片
戦
争
の
た
め
二
年
間
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こ
こ
に
と
ど
ま
り
、
中
国
語
の
研
究
と
伝
道
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
ギ

ュ
ッ
ラ
フ
の
和
訳
「
ョ
ハ
ネ
福
音
伝
」
の
発
見
と
ブ
ラ
ウ
ン
夫
妻
に
会

っ
た
の
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
二
大
収
穫
で
あ
っ
た
。
ブ
ラ
ウ
ン

と
は
そ
の
後
四
十
年
の
交
友
が
あ
り
、
二
十
年
間
日
本
で
一
緒
に
伝
道

お
よ
び
新
約
聖
書
の
翻
訳
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
伝
道
に
と
っ
て
も
誠
に
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。

ヘ
ボ
ン
夫
妻
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
二
年
間
滞
在
中
に
長
男
が
生
ま
れ

た
が
天
折
し
た
。
マ
カ
オ
に
し
ば
ら
く
と
ど
ま
っ
た
後
、
一
八
四
三
年

秋
ア
モ
イ
の
対
岸
コ
ロ
ン
ス
島
に
行
き
、
カ
ミ
ン
グ
宣
教
医
と
共
に
医

療
と
伝
道
に
尽
く
し
た
。
こ
の
時
の
経
験
が
後
に
日
本
へ
来
た
と
き
の

役
に
立
っ
た
。
ほ
か
の
子
供
は
皆
幼
く
て
死
ん
だ
が
、
一
八
四
四
年
ア

モ
イ
で
生
ま
れ
た
次
男
サ
ム
エ
ル
だ
け
は
長
生
き
を
し
た
。
ア
モ
イ
に

は
約
二
年
間
滞
在
し
た
が
、
サ
ム
エ
ル
を
連
れ
て
一
八
四
六
年
五
年
ぶ

り
で
ア
メ
リ
カ
へ
帰
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
四
二
番
街
で
開
業
し
た
。
当
時
は
一
四
番
地
ま
で
が

市
の
中
心
部
で
、
そ
れ
以
外
は
郊
外
で
あ
っ
た
。
最
初
は
さ
さ
や
か
な

医
院
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
発
展
し
て
大
き
な
病
院
と
な
っ
た
。
別
荘

も
持
ち
何
不
自
由
な
く
十
三
年
を
過
ご
し
た
。
ア
ジ
ア
コ
レ
ラ
が
流
行

し
た
と
き
名
を
上
げ
た
。
不
幸
な
こ
と
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
代
三
人
の

男
の
子
を
失
い
、
彼
は
暇
を
見
て
は
墓
参
し
た
。

へ
ボ
ン
の
米
Ｈ

一
八
五
三
年
七
月
八
日
（
嘉
永
六
・
六
・
三
）
ペ
リ
ー
提
督
は
大
統
領

フ
ィ
ル
モ
ア
の
国
書
を
携
え
艦
隊
四
隻
を
従
え
浦
賀
に
来
航
、
七
月
に

は
久
里
浜
に
上
陸
し
て
、
親
書
を
手
渡
し
た
。
翌
一
八
五
四
年
三
月
三

十
一
日
（
嘉
永
七
・
三
・
三
）
日
米
和
親
条
約
（
神
奈
川
条
約
）
が
ペ
リ

ー
と
林
大
学
頭
の
問
で
調
印
さ
れ
た
。
調
印
の
場
所
は
横
浜
開
港
資
料

館
の
あ
た
り
玉
楠
の
木
の
付
近
で
あ
る
。
さ
ら
に
四
年
後
の
一
八
五
八

年
七
月
二
十
九
日
（
安
政
五
・
六
・
十
九
）
江
戸
小
柴
沖
の
米
艦
ポ
ー
ハ

タ
ン
号
上
で
ハ
リ
ス
と
井
上
信
濃
頭
と
岩
瀬
忠
震
と
の
間
で
、
日
米
修

好
通
商
条
約
が
結
ば
れ
た
。
十
四
条
中
の
八
条
に
「
日
本
に
あ
る
ア
メ

リ
カ
人
、
日
本
人
の
堂
営
を
穀
傷
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
決
し
て
日
本

神
仏
の
礼
拝
を
妨
げ
、
神
体
仏
像
を
殴
る
事
あ
る
べ
か
ら
ず
。
双
方
の

人
民
、
互
に
宗
旨
に
付
い
て
の
論
争
あ
る
べ
か
ら
ず
…
」

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
で
聞
い
た
ヘ
ボ
ン
は
矢
も
楯
も
た

ま
ら
ず
、
日
本
へ
伝
道
に
行
き
た
い
と
思
っ
た
。
「
汝
行
き
て
万
国
の
民

に
福
音
を
与
え
よ
」
と
い
う
天
の
声
を
聞
い
た
と
い
わ
れ
る
。
米
国
長

老
教
会
か
ら
日
本
派
遣
宣
教
医
の
許
可
が
与
え
ら
れ
た
。
へ
ボ
ン
は
病

院
、
邸
宅
、
別
荘
、
そ
の
他
家
財
道
具
一
切
を
売
却
、
サ
ム
エ
ル
と
老

父
を
残
し
、
夫
人
と
二
人
で
一
八
五
九
年
（
安
政
六
）
四
月
二
十
四
日
｝
｜

ユ
ー
ョ
ー
ク
を
出
発
。
コ
ー
ス
は
前
回
と
同
様
、
大
西
洋
を
横
切
り
、

ア
フ
リ
カ
南
端
を
通
り
イ
ン
ド
洋
を
経
て
八
月
上
海
へ
着
い
た
。
こ
こ

に
約
一
か
月
と
ど
ま
っ
た
。
長
崎
に
立
ち
寄
り
神
奈
川
へ
着
い
た
の
は

十
月
十
七
日
。
二
年
後
の
一
八
六
一
年
（
文
久
元
）
宗
興
寺
で
四
月
か
ら

九
月
ま
で
診
療
を
し
た
。

わ
ず
か
五
か
月
だ
っ
た
が
、
患
者
は
一
日
一
○
○
人
に
も
達
し
た
。

三
五
○
○
人
の
患
者
に
処
方
菱
を
書
い
た
。
眼
科
手
術
三
十
四
回
、
脳

水
腫
、
白
内
障
、
痔
瘻
、
チ
フ
ス
、
コ
レ
ラ
な
ど
。
診
療
所
の
閉
鎖
、

夫
人
が
暴
漢
に
打
た
れ
帰
国
す
る
な
ど
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
が
、
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「
和
英
語
林
集
成
」
第
一
版
は
一
八
六
七
年
（
慶
応
三
）
語
数
二
万
語
、

岸
田
吟
香
と
と
も
に
前
年
上
海
に
赴
き
出
版
。
出
版
ま
で
に
七
年
を
経

過
し
、
日
本
語
の
教
師
を
五
回
変
え
た
と
い
わ
れ
る
。
岸
田
は
書
名
を

最
初
「
詞
林
集
成
』
と
考
え
た
が
、
「
語
林
集
成
」
に
訂
正
し
一
厘
値
上

へ
ボ
ン
は
動
ぜ
ず
、
語
学
の
研
究
、
和
英
辞
書
の
編
纂
、
聖
書
の
翻
訳

を
続
行
し
た
。
幕
府
か
ら
大
村
益
次
郎
ら
九
人
の
委
託
生
が
へ
ボ
ン
の

下
で
研
讃
し
た
。
大
村
は
二
年
間
江
戸
か
ら
往
復
五
○
キ
ロ
を
馬
で
通

っ
た
。居

留
地
三
九
番
館
へ
は
一
八
六
二
年
十
二
月
に
移
転
し
た
。
物
情
騒

然
と
し
て
い
た
が
、
長
崎
中
心
が
今
は
横
浜
中
心
に
変
わ
っ
て
い
た
。

一
八
五
九
年
横
浜
へ
来
た
福
沢
諭
吉
は
英
語
一
色
の
横
浜
を
見
て
驚
い

た
。
一
八
六
三
年
開
い
た
ヘ
ボ
ン
塾
に
は
高
橋
是
清
、
林
董
、
三
宅
秀

ら
が
学
ん
だ
。
夫
人
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
っ
て
き
た
。
朝
五
時
起
床
、

三
十
分
散
歩
。
九
時
か
ら
診
療
を
始
め
、
二
○
’
五
○
人
の
患
者
を
診

察
。
全
部
施
療
で
患
者
か
ら
は
一
銭
も
料
金
を
取
ら
な
か
っ
た
が
、
中

に
は
江
戸
か
ら
来
る
金
持
ち
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
眼
科
が
得
意
で

眼
科
患
者
が
多
か
っ
た
。
皮
肉
な
こ
と
に
ヘ
ボ
ン
自
身
眼
病
に
悩
ん
で

い
た
こ
と
が
日
記
や
手
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
。
五
人
の
医
学
生
が
い
た

よ
う
だ
が
詳
細
は
不
明
。
当
時
は
梅
毒
、
結
核
、
胃
病
な
ど
が
多
か
っ

た
。
三
代
目
沢
村
田
之
助
の
脱
疽
手
術
に
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
セ
ル
フ
ォ

の
義
足
を
取
り
寄
せ
、
我
が
国
最
初
の
義
足
の
装
着
を
し
た
の
は
有
名

だ
。
岸
田
吟
香
に
は
精
綺
水
（
硫
酸
亜
鉛
点
眼
薬
）
の
処
方
を
教
え
た
。

午
後
は
著
述
に
専
念
し
た
。

げ
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
吟
香
の
手
助
け
は
勿
論
あ
っ
た
が
、
細
部
は

ほ
と
ん
ど
へ
ボ
ン
一
人
で
完
成
し
た
ら
し
い
。
米
国
長
老
教
会
は
辞
書

は
直
接
伝
道
に
関
係
な
し
と
し
て
、
出
版
援
助
を
断
っ
た
。
ウ
オ
ル
シ
・

ホ
ー
ル
商
会
が
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
た
。
し
か
し
発
行
後
の
売
れ
行

き
は
予
定
を
は
る
か
に
上
回
っ
た
。

第
二
版
は
一
八
七
二
年
（
明
治
五
）
上
海
で
出
版
、
七
千
語
が
追
加
さ

れ
、
奥
野
昌
綱
が
助
手
と
な
り
手
伝
っ
た
。
第
三
版
は
明
治
十
九
年
出

版
。
一
万
語
が
増
補
さ
れ
、
高
橋
五
郎
が
助
手
と
し
て
働
い
た
。
こ
の

版
権
を
丸
善
に
譲
り
二
○
○
○
ド
ル
を
得
た
が
、
そ
の
全
て
を
芝
白
金

の
明
治
学
院
に
寄
付
し
た
。
こ
の
寄
付
金
で
建
て
ら
れ
た
ヘ
ボ
ン
館
は

不
思
議
な
こ
と
に
、
明
治
四
十
四
年
へ
ボ
ン
永
眠
の
日
、
時
を
同
じ
う

し
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
「
和
英
語
林
集
成
」
は
そ
の
後
七
版
ま
で
印

刷
さ
れ
、
ロ
ー
マ
字
と
英
語
だ
け
の
コ
ン
サ
イ
ズ
型
の
縮
刷
版
は
ア
メ

リ
カ
で
二
版
ま
で
出
版
さ
れ
た
。

新
約
聖
書
の
翻
訳
。
翻
訳
者
は
Ｓ
Ｒ
ブ
ラ
ウ
ン
、
Ｄ
Ｃ
グ
リ
ー
ン
、

Ｒ
Ｓ
マ
ク
レ
ー
、
Ｊ
Ｃ
へ
ボ
ン
の
四
名
で
一
八
七
四
年
よ
り
約
六

年
か
か
り
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
知
識
を
必
要
と
し
た
。

旧
約
聖
書
の
翻
訳
。
翻
訳
者
は
Ｇ
Ｆ
フ
ル
ベ
ッ
キ
、
Ｐ
Ｋ
フ
ァ
イ
ソ

ン
、
Ｊ
Ｃ
へ
ボ
ン
の
三
名
で
一
八
八
二
年
よ
り
約
五
年
か
か
り
、

へ
プ
ラ
イ
語
の
知
識
を
必
要
と
し
た
。

横
浜
に
お
け
る
ヘ
ボ
ン
の
足
跡

１
神
奈
川
の
成
仏
寺
神
奈
川
区
本
町
に
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
東
神
奈
川

駅
か
ら
十
分
、
へ
ボ
ン
、
ブ
ラ
ウ
ン
ら
が
来
日
早
々
住
ん
だ
と
こ
ろ
で
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５
明
治
学
院
戸
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
の
へ
ボ
ン
胸
像
白
金
の
明
治
学

院
原
型
か
ら
製
作
し
た
も
の
で
平
成
四
年
除
幕
式
。

６
福
浦
の
横
浜
市
立
大
学
部
情
報
セ
ン
タ
ー
入
口
沢
村
田
之
助

に
義
足
を
装
着
す
る
様
子
を
信
楽
焼
き
の
陶
板
に
描
い
た
美
し
い
浮
世

絵
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

７
指
路
教
会
中
区
尾
上
町
六
丁
目
へ
ボ
ン
が
最
後
に
関
与
し
た

教
会
、
米
国
の
母
教
会
の
冨
巨
〕
ｏ
宮
』
‐
巳
］
か
ら
取
っ
た
名
で
「
シ
ロ
」

は
「
平
和
の
主
」
の
意
味
で
あ
る
。
一
八
九
○
年
（
明
治
二
十
三
）
十
月

定
礎
式
。
一
八
九
二
年
六
月
教
会
献
堂
式
。
十
月
十
五
日
同
教
会
で
ヘ

ボ
ン
夫
婦
送
別
会
。
へ
ボ
ン
は
前
半
は
日
本
語
で
、
後
半
は
英
語
で
挨

拶
。
三
十
三
年
前
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
を
出
発
し
た
と
き
よ
り
今
日
日
本
を

離
れ
る
ほ
う
が
は
る
か
に
辛
い
と
い
う
意
味
を
述
べ
た
。
十
月
二
十
二

「
史
跡
外
国
宣
教
師
宿
舎
跡
」
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。

２
神
奈
川
の
宋
興
寺
神
奈
川
区
幸
ヶ
谷
に
あ
り
、
シ
モ
ン
ズ
の

宿
舎
へ
ボ
ン
施
療
所
と
な
っ
た
。
最
近
整
備
さ
れ
、
へ
ボ
ン
博
士
顕

彰
会
で
建
て
ら
れ
た
石
碑
が
あ
る
。

３
居
留
地
三
九
番
跡
中
区
山
下
町
、
テ
レ
ビ
神
奈
川
の
隣
、
法

務
省
横
浜
合
同
庁
舎
前
へ
ボ
ン
診
療
所
、
夫
人
の
英
学
塾
、
へ
ボ
ン

が
訓
年
住
み
、
出
版
、
翻
訳
、
教
会
設
立
準
備
場
所

４
へ
ボ
ン
最
後
の
居
住
地
港
の
見
え
る
丘
公
園
か
ら
大
仏
次
郎

記
念
館
を
過
ぎ
、
韓
国
領
事
館
を
右
折
し
た
と
こ
ろ
に
「
へ
ボ
ン
山
手

家
族
寮
」
が
あ
る
。
へ
ボ
ン
が
十
年
住
ん
だ
居
住
地
で
、
聖
書
の
翻
訳

を
し
た
り
明
治
学
院
へ
通
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
門
柱
の
プ
レ
ー
ト
に

そ
の
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

美
濃
大
垣
の
藺
方
医
・
江
馬
藺
斉
は
、
十
八
世
紀
に
藺
書
バ
ル
ベ
ッ

テ
ィ
・
ア
ベ
リ
ウ
ス
よ
り
ヒ
ン
ト
を
得
て
蒸
気
風
呂
を
考
案
し
、
梅
毒

の
治
療
に
使
用
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
養
子
の
元
弘
松
斉
が
文
政

か
ら
天
保
年
間
に
か
け
て
、
両
国
薬
研
堀
に
江
馬
式
蒸
気
風
呂
を
作
り
、

門
人
の
神
田
紺
屋
町
の
荻
野
立
斉
に
使
用
法
を
教
え
て
開
業
せ
し
め
た

と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
話
が
大
垣
に
残
っ
て
い
る
割
に
、
こ
の
風
呂
の
こ
と
は

関
東
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
風
呂
の
全
体
外
観
図
は
、
藤
浪
剛
一
氏
の
「
東
西
沐
浴
史
話
」

の
口
絵
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
構
造
は
酒
樽
の
蓋
を
ぬ
き
、
さ
か
さ
に

互
い
に
組
み
立
て
た
三
段
重
ね
の
円
柱
状
の
湯
槽
と
な
っ
て
い
る
。
一

番
下
の
樽
が
五
右
衛
門
釜
の
上
に
の
る
形
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら

高
谷
道
男
著
人
物
叢
耆
「
へ
ボ
ン
」
に
よ
れ
ば
、
「
眼
科
医
で
あ
っ

た
ヘ
ボ
ン
は
、
施
療
に
よ
っ
て
日
本
人
の
肉
眼
を
開
き
、
辞
書
に
よ
っ

て
日
本
人
の
知
識
の
眼
を
開
き
、
聖
書
の
翻
訳
に
よ
っ
て
、
日
本
人
の

霊
性
の
眼
を
開
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
平
成
八
年
十
一
Ⅱ
例
会
）

曰
ゲ
ー
リ
ッ
ク
号
で
横
浜
出
帆
、
帰
国
の
途
に
つ
く
。

江
馬
式
蒸
気
風
呂
と
薬
草

中
四
淳
朗
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